
1977年5月29日、外務省の賓客として来日したリー・クアンユー首相夫妻（写真提供
／共同通信社）。

著しい経済発展を象徴するシンガポールの商業地区（写真提供／ HIT1912 ／
PIXTA）。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
赤
道
直
下
に
位
置
す
る
東
南
ア
ジ
ア

の
国
で
、
国
土
面
積
は
東
京
23
区
よ
り
も
少
し
広
い

7
1
9
㎢
、
人
口
は
5
6
0
万
人
し
か
い
な
い
。
国
土

は
小
さ
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
資
源
も
な
い
が
、
2
0
1
5

年
の
一
人
当
た
り
国
民
総
所
得
は
約
5
万
2
0
0
0
ド

ル
で
、
約
3
万
9
0
0
0
ド
ル
の
日
本
を
上
回
り
ア
ジ

ア
第
1
位
を
誇
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
期
間
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
政
治
安
定
と
経
済
発
展
の
国
に
創
り
上
げ
た
の

が
、「
建
国
の
父
」
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
で
あ
る
。
な
ぜ

都
市
国
家
が
誕
生
し
た
の
か
、
リ
ー
は
ど
の
よ
う
な
政
治

家
な
の
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
態
勢
を
創
っ
た
の
か
、
日
本
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
何
を
学
べ
る
の
か
な
ど
考
え
て
み
た
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
誕
生

現
代
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
に
は
、
そ
の
生
い
立
ち
と

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
独
立
国
家
に
な
っ
た
経
緯

を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
歴
史
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
州
に
属
し
、
わ
ず
か

2
0
0
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
覆
わ
れ
た

ほ
ぼ
無
人
の
島
だ
っ
た
。
1
8
1
9
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
、

イ
ン
ド
と
中
国
間
の
貿
易
の
中
途
に
、
水
や
食
糧
を
補
給

す
る
港
を
探
し
た
さ
い
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
植
民
地
に

し
た
こ
と
で
、
世
界
史
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

向
け
ゴ
ム
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
一
次
産
品
生
産
が
本
格
化

す
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
継

貿
易
港
と
し
て
急
速
に
発
展
し
た
。
1
8
1
9
年
当
時
は
、

マ
レ
ー
人
な
ど
約
1
5
0
人
が
住
ん
で
い
た
だ
け
だ
っ
た

が
、
貿
易
関
連
の
仕
事
を
求
め
て
、
中
国
人
（
約
75
％
）、

マ
レ
ー
人
（
約
15
％
）、
イ
ン
ド
人
（
約
8
％
）
が
大
挙
押

し
寄
せ
た
（（　

）
内
は
現
在
の
割
合
）。「
移
民
社
会
」
と

「
多
民
族
型
社
会
」
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
誕
生
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
貿
易
拠
点
に
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
の
軍
事
拠
点
に
も
し
た
の
で
、
第
2
次
世
界

大
戦
中
は
日
本
に
占
領
支
配
さ
れ
た
が
、
戦
後
、
経
済
的

に
重
要
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
切
り
離
し

て
単
独
植
民
地
に
し
た
。
1
9
5
7
年
に
マ
レ
ー
シ
ア

が
独
立
す
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立
も
時
間
の
問
題

と
な
っ
た
。
住
民
は
歴
史
社
会
的
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
部

で
あ
る
こ
と
、
何
よ
り
も
、
水
や
食
糧
を
自
給
で
き
な
い

の
で
（
こ
れ
は
現
在
も
そ
う
で
あ
る
）、
マ
レ
ー
シ
ア
に
加

わ
る
こ
と
を
望
み
、
1
9
6
3
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
1

州
と
な
り
植
民
地
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
。

し
か
し
併
合
直
後
か
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
中
央
政
府
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
州
政
府
は
国
創
り
を
巡
っ
て
対
立
し
、
そ
れ

が
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
数
民
族
マ
レ
ー
人
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

華
人
の
民
族
対
立
に
転
化
す
る
と
、
わ
ず
か
2
年
後
の

1
9
6
5
年
8
月
に
分
離
独
立
し
た
（
実
際
に
は
追
放
だ
っ

た
）。
多
く
の
人
び
と
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
1
カ
月
生

き
な
が
ら
え
ら
れ
る
か
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら

「
奇
跡
」
と
も
い
え
る
経
済
発
展
が
始
ま
り
、
そ
の
脚
本

を
自
ら
書
い
て
演
出
し
た
の
が
リ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

都
会
生
活
に
な
じ
め
ず
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
移
る
と

落
ち
着
い
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
は
、
後
に
妻
と
な

り
政
治
家
リ
ー
を
支
え
る
、
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
の
ク
ワ
・

ギ
ョ
ク
チ
ュ
ー
と
一
緒
に
学
ん
だ
が
、
重
要
だ
っ
た
の
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
仲
間
と
交

流
し
て
、
反
植
民
地
意
識
と
独
立
意
識
を
確
信
し
た
こ
と

だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
で
政
治
家
リ
ー
が
誕
生
し
た
の

で
あ
る
（
イ
ギ
リ
ス
で
知
り
合
っ
た
留
学
生
仲
間
数
人
は
、
後

に
重
要
閣
僚
と
し
て
リ
ー
を
支
え
た
）。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
て

1
9
5
0
年
8
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
国
し
、
直
後

に
ク
ワ
と
結
婚
し
た
（
子
供
3
人
。
長
男
は
現
在
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
首
相
、
次
男
は
企
業
経
営
者
、
長
女
は
小
児
科
医
。
男
子
2

人
と
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
卒
）。
1
9
5
3
年
に
ク
ワ
や
弟

政
治
家
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
の
横
顔

リ
ー
は
1
9
2
3
年
9
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
外

資
系
会
社
の
事
務
員
を
父
に
、
著
名
な
料
理
家
を
母
に
生

ま
れ
た
華
人
4
世
で
あ
る
（
5
人
兄
弟
の
長
男
）。
学
校
は

英
語
教
育
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
に
通
っ
た
。
民
族

的
に
は
中
国
人
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
だ

中
国
人
は
「
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
、

リ
ー
は
そ
の
一
人
だ
っ
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
で
日
本
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
す
る
と
、
日
系
通
信
社
な
ど
様
々

な
仕
事
に
就
い
て
苦
労
し
た
。
戦
後
の
1
9
4
6
年
9

月
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
の
奨
学
金
を
得
て
留
学
し
、

当
初
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
が
、
忙
し
い

と
3
人
で
弁
護
士
事
務
所
を
開
設
し
、
そ
の
傍
ら
で
独
立

運
動
を
開
始
し
た
。
独
立
運
動
の
担
い
手
は
、
リ
ー
な
ど

英
語
教
育
エ
リ
ー
ト
の
グ
ル
ー
プ
と
、
中
国
語
教
育
を
受

け
た
共
産
系
労
働
者
グ
ル
ー
プ
の
2
つ
で
、
リ
ー
は
、
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
に
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
共
産
系
グ

ル
ー
プ
活
動
家
の
法
廷
弁
護
を
引
き
受
け
た
と
き
に
、
鋭

い
弁
舌
で
イ
ギ
リ
ス
批
判
を
行
っ
て
名
声
を
高
め
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
政
治
志
向
が
全
く
違
う
2
つ
の
グ
ル
ー

プ
は
手
を
握
り
、
1
9
5
4
年
11
月
に
人
民
行
動
党
を

結
成
し
て
、
リ
ー
は
書
記
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
自

治
政
府
選
出
の
た
め
の
1
9
5
9
年
総
選
挙
で
人
民
行

動
党
は
勝
利
し
、
リ
ー
は
35
歳
の
若
さ
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

自
治
州
首
相
に
就
任
し
た
。
1
9
6
1
年
に
共
産
系
グ

ル
ー
プ
が
党
を
離
れ
る
と
、
人
民
行
動
党
に
残
っ
た

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
死
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、

何
と
か
勝
利
し
た
。

分
離
独
立
後
、リ
ー
は
25
年
間
首
相
を
務
め
（
1
9
6
5

〜
90
）、
1
9
9
0
年
に
辞
任
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
ゴ
ー

内
閣
の
上
級
相
（
1
9
9
1
〜
2
0
0
3
）、
長
男
の
リ
ー

内
閣
の
顧
問
相
（
2
0
0
4
〜
11
）
と
し
て
閣
内
に
留
ま
っ

た
。
リ
ー
が
引
退
し
た
の
は
、
2
0
1
1
年
総
選
挙
で

若
い
世
代
の
国
民
が
リ
ー
の
権
威
主
義
的
統
治
ス
タ
イ
ル

に
不
満
を
表
明
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
り
、
2
0
1
5

年
に
亡
く
な
っ
た
。

1
9
5
9
年
か
ら
50
年
以
上
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
家

運
営
の
指
令
席
に
座
り
続
け
た
リ
ー
の
政
治
家
と
し
て
の

特
徴
は
2
つ
あ
っ
た
。
1
つ
は
、
自
分
の
能
力
と
政
策
に

絶
対
的
な
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
も
う
1
つ
は
、
原

理
・
原
則
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
が
状
況
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
基
準
に
し
た
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
リ
ー
の
最
大
か
つ
唯
一
の
関
心

が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
生
き
残
る
た
め
の
経
済
発
展
で
あ

り
、
経
済
発
展
を
促
進
す
る
な
ら
ば
ど
ん
な
制
度
や
政
策

い
ま
や
ア
ジ
ア
一
の
学
力
、
経
済
発
展
を
誇
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。

他
に
類
を
見
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
主
導
の
実
験
都
市
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
い
か
に
し
て
成
っ
た
の
か
。

国
民
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
尊
敬
を
集
め
る
建
国
の
父
、

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
の
功
績
と
そ
の
歴
史
的
背
景
、
国
家
戦
略
を
た
ど
る
こ
と
で
、

い
ま
日
本
が
学
ぶ
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
か
た
を
知
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
建
国
の
父

リ
ー
・ク
ア
ン
ユ
ー
に
学
ぶ

岩
崎
育
夫

Iw
asaki Ikuo

い
わ
さ
き
・
い
く
お

1
9
4
9
年
、
長
野
県
生
ま
れ
。
立
教
大
学
文
学
部
卒
業
。
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
地
域
研
究
第
１
部
主
任
調
査
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
現
在
、

拓
殖
大
学
国
際
学
部
教
授
。
著
書
に
『
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
│
│
西
洋

と
ア
ジ
ア
の
は
ざ
ま
で
』（
岩
波
書
店
）、『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
家
の
研

究
│
│
「
秩
序
と
成
長
」
の
制
度
化
・
機
能
・
ア
ク
タ
ー
』（
風
響
社
）、

『
物
語 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
』（
中
公
新
書
）、『
入
門 

東
南
ア
ジ
ア

近
現
代
史
』（
講
談
社
現
代
新
書
）
な
ど
が
あ
る
。
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領域 1968 年以前 1968 年以後 設立年 組織形態 業務

開発行政 経済開発庁 1961 準政府機関 投資誘致

ジュロン開発公社 1968 準政府機関 工業団地

国家生産性庁 1972 準政府機関 生産性

工業・産業振興庁 1968 準政府機関 工業支援

シンガポール標準
技術研究所

1973 準政府機関 産業技術

シンガポール経営学院 1974 民間企業 経営

職業訓練庁 1968 準政府機関 職業訓練

貿易 貿易振興庁 1984 準政府機関 貿易支援

イントラコ社 1968 政府系企業 貿易会社

金融・通貨 シンガポール開発銀行 1968 政府系企業 銀行

シンガポール金融庁 1971 準政府機関 金融

郵便貯金局銀行 1972 準政府機関 銀行

中央積立基金 1955 準政府機関 年金

通貨委員会 1967 準政府機関 通貨

アジア・ダラー市場 1968 国際金融

住宅 住宅開発庁 1960 準政府機関 住宅

労働・賃金 労働 3 法 雇用法 1968 労働

労働関係法 労働関係修正法 1968 労働組合

全国賃金評議会 1972 賃金

企業振興 創始産業法 経済拡大奨励法 1967 投資奨励

工業拡大法

■表1：政府開発機関の再編・新設

出所：筆者作成

1981年6月19日、ワシントンでレーガン米大統領（左）と会談するリー・クアンユー首相（写
真提供／共同通信社）。

も
採
用
し
た
し
、
そ
れ
と
関
係
が
な
い
も
の
に
は
何
の
関

心
も
示
さ
な
か
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
取
り
巻
く
最
悪
の
地
域
環
境

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
分
離
後
、
経
済
開
発
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
取
り
囲
む
地
域
環
境
は

最
悪
だ
っ
た
。
北
の
マ
レ
ー
シ
ア
と
は
民
族
対
立
を
抱
え
、

南
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
独
立
し
た

1
9
6
5
年
に
軍
人
ス
ハ
ル
ト
が
権
力
を
握
っ
て
反
中

国
（
反
華
人
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
国
創
り
を
打
ち
出
し
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

国
民
多
数
を
ム
ス
リ
ム
が
占
め
る
の
で
、「
華
人
社
会
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
」
に
北
と
南
か

ら
挟
ま
れ
た
不
安
定
な
環
境
に
置
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
リ
ー
が
打
ち
出
し
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
「
生
存
の
た
め
の
政
治
」
で
あ
り
、
次
の
2
つ
が
目

標
と
さ
れ
た
。
1
つ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、

民
族
や
宗
教
や
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
に
固
執
し
な
い

国
創
り
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
、
経
済
発
展
す
る
こ
と
、

具
体
的
に
は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
と
貿
易
を
し
、
外
国

投
資
を
得
て
工
業
化
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
針

の
下
で
ソ
連
や
中
国
な
ど
社
会
主
義
国
と
も
貿
易
関
係
を

持
ち
、
日
本
や
欧
米
諸
国
か
ら
の
投
資
誘
致
に
全
力
を
注

い
だ
の
で
あ
る
。

開
発
の
た
め
の
国
内
態
勢
の
構
築

リ
ー
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
に
は
外
国
投
資
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
国
内
の
政
治
社
会
の
安
定

と
、
魅
力
的
な
投
資
環
境
の
創
出
が
絶
対
的
条
件
だ
と
唱

え
て
、
徹
底
的
な
政
治
社
会
管
理
と
外
国
企
業
が
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
た
。

政
治
社
会
の
安
定
の
た
め
に
、
野
党
、
労
働
組
合
、
学

生
運
動
な
ど
政
府
批
判
集
団
の
活
動
を
抑
え
込
み
、
国
民

の
政
治
的
自
由
も
制
限
し
た
。
政
府
批
判
集
団
が
ほ
ぼ
消

滅
し
た
こ
と
か
ら
、
分
離
独
立
後
最
初
の
1
9
6
8
年

総
選
挙
で
人
民
行
動
党
は
国
会
全
議
席
（
51
）
を
独
占
し
、

こ
れ
は
1
9
8
0
年
総
選
挙
で
野
党
が
1
議
席
を
獲
得

す
る
ま
で
続
い
た
。
現
在
も
国
会
89
議
席
の
う
ち
野
党
は

6
議
席
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
政
治
基
盤
の
う
え
に
経
済
開
発
を
促
進
す
る
態
勢

を
創
り
上
げ
た
が
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
開
発
行
政
を

担
う
優
秀
な
官
僚
の
確
保
を
目
的
に
、
毎
年
、
成
績
優
秀

な
高
校
卒
業
生
に
国
家
奨
学
金
を
与
え
て
イ
ギ
リ
ス
や
ア

メ
リ
カ
な
ど
の
一
流
大
学
で
学
ば
せ
、
卒
業
後
、
一
定
期

間
、
官
僚
と
し
て
働
く
こ
と
を
義
務
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

1
9
6
8
年
に
は
政
府
経
済
機
関
の
全
面
的
改
組
を
行

い
、
外
国
投
資
誘
致
に
特
化
し
た
経
済
開
発
庁
、
進
出
し

た
外
国
企
業
が
直
ち
に
操
業
で
き
る
よ
う
に
工
場
建
物
の

建
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
う
ジ
ュ
ロ
ン
開
発
公
社
を

創
っ
た
（
表
1
）。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
民
間
企
業
は

脆
弱
な
の
で
、
石
油
精
製
、
造
船
、
貿
易
、
銀
行
な
ど
主

要
産
業
分
野
で
巨
大
政
府
系
企
業
を
創
り
、
外
国
企
業
と

と
も
に
産
業
開
発
を
主
導
す
る
態
勢
も
創
ら
れ
た
。

1
9
7
0
年
代
に
な
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本
や

欧
米
諸
国
の
製
造
業
投
資
を
得
て
、
2
桁
の
経
済
成
長
を

記
録
し
た
が
、
開
発
の
特
徴
は
、
国
家
主
導
型
と
外
資
依

存
型
の
2
つ
に
あ
り
、「
国
家
・
外
国
企
業
・
国
民
労
働

者
」
と
い
う
特
異
な
組
み
合
わ
せ
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

常
に
近
隣
諸
国
よ
り
も
進
ん
だ
発
展
段
階
を
追
求

独
立
後
、
経
済
開
発
に
力
を
入
れ
た
の
は
マ
レ
ー
シ
ア

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
同
様
だ
っ
た

の
で
、
近
隣
諸
国
は
「
ラ
イ
バ
ル
」
と
み
な
さ
れ
た
。
こ

こ
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
戦
略
が
、
近
隣
諸
国
よ
り
も
常
に

1
歩
も
2
歩
も
先
の
発
展
段
階
に
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

植
民
地
時
代
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
輸
出
向
け
一
次

産
品
生
産
に
特
化
す
る
な
か
で
、
中
継
貿
易
港
と
し
て
発

展
し
た
（
第
1
段
階
）。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
独
立
し
て
経

済
開
発
を
進
め
る
と
、
多
く
の
国
が
国
際
的
規
模
の
港
を

創
っ
た
の
で
、
貿
易
港
と
し
て
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
優
位

が
消
滅
し
た
。
す
る
と
政
府
は
、
近
隣
諸
国
に
先
駆
け
て

労
働
集
約
型
産
業
を
誘
致
し
て
工
業
化
を
進
め
た
（
第
2

段
階
）。
近
隣
諸
国
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
様
に
労
働
集
約

型
工
業
化
を
進
め
る
と
、
人
口
が
少
な
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
の
で
、
技
能
集
約
型
産
業
を
軸
に

し
た
産
業
構
造
高
度
化
政
策
を
開
始
し
た
（
第
3
段
階
）。

近
隣
諸
国
の
工
業
化
が
本
格
化
す
る
と
、
整
備
さ
れ
た
流

通
網
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
（
第
4
段
階
）。
近
隣
諸
国
が
金

融
産
業
を
振
興
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
A
I
な
ど
の
技
術
集
約
型
先
端
産
業
、
教

育
産
業
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
あ
る
（
第
5
段
階
）。

2
0
1
0
年
に
観
光
地
と
し
て
有
名
な
セ
ン
ト
サ
島
な

ど
に
、
カ
ジ
ノ
な
ど
総
合
リ
ゾ
ー
ト
を
開
設
し
た
が
、
こ

れ
も
、
そ
う
し
な
い
と
近
隣
諸
国
に
観
光
客
を
奪
わ
れ
て

し
ま
う
と
の
考
え
の
下
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

他
方
で
は
、
近
隣
諸
国
は
開
発
の
「
仲
間
」
と
も
考
え

ら
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
狭
い
国
土
と
少
な
い
人
口
の

制
約
が
あ
る
の
で
、
1
9
9
0
年
代
に
こ
れ
を
克
服
す

る
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
資

本
と
技
術
、
近
隣
諸
国
の
土
地
と
労
働
力
を
結
合
し
た

「
地
域
経
済
圏
」
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
の
下
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
バ
タ
ム
工
業
団
地
、
中
国
の
蘇
州
工
業
団
地
、

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
ア
ジ
ア
各
地
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
主
導
で
工
業
団
地
な
ど
が
創
ら
れ
た
。

日
本
が
学
べ
る
こ
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
厳
格
な
リ
ー
の
舵
取
り
の
下
で
ア
ジ

ア
の
経
済
優
等
生
に
な
っ
た
が
、
何
の
問
題
や
悩
み
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
国
家
主
導
型
開
発
だ
っ
た
の
で
、
近

年
に
な
る
ま
で
、
国
民
の
間
に
企
業
家
精
神
や
有
力
民
間

企
業
が
育
た
な
か
っ
た
こ
と
、
政
府
が
経
済
発
展
を
最
優

先
し
た
の
で
文
化
が
育
た
な
か
っ
た
こ
と
、
国
民
人
口
が

少
な
い
の
で
外
国
人
労
働
者
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
（
現
在
約
1
7
0
万
人
い
る
）、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
国
の
規
模
や
社
会
の
基
本

構
造
が
違
う
が
、
そ
れ
で
も
日
本
が
学
べ
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
。
リ
ー
の
功
績
と
の
関
連
で
2
つ
挙
げ
て
み
た
い
。

1
つ
は
、
リ
ー
が
国
民
に
提
示
し
た
「
目
標
と
手
段
」

が
明
確
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
リ
ー
は
世
界
の
潮
流
と
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
が
置
か
れ
た
状
況
を
適
切
に
読
み
取
る
能
力

を
持
ち
、
常
に
そ
の
時
々
の
「
目
標
」
を
明
確
な
言
葉
で

国
民
に
提
示
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
「
手
段
」
も
指
示
し
た
。
時
に
は
あ
ま
り
に
も
細
か

い
指
示
も
あ
っ
た
が
、
国
民
も
ま
た
自
分
た
ち
が
置
か
れ

た
状
況
を
理
解
し
て
、
リ
ー
の
指
示
を
受
け
入
れ
た
の
で

あ
る
。
も
う
1
つ
は
、「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
る
。

リ
ー
は
そ
の
時
々
に
掲
げ
た
目
標
に
適
合
す
る
な
ら
ば
、

ど
ん
な
制
度
や
政
策
で
も
採
用
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
し
、

逆
に
阻
害
要
因
と
み
な
す
と
即
座
に
廃
止
す
る
こ
と
を
躊

躇
し
な
か
っ
た
。
目
標
と
手
段
の
位
置
づ
け
が
明
確
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

国
民
の
自
主
性
や
創
造
性
が
重
視
さ
れ
る
現
在
は
、

リ
ー
の
よ
う
な
「
権
威
主
義
的
リ
ー
ダ
ー
」
は
も
は
や
必

要
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
の
時
代
の
ど
の
国
も
、
社

会
が
活
力
を
維
持
し
て
発
展
す
る
に
は
、
指
導
者
が
世
界

の
潮
流
を
読
み
取
っ
て
、
国
民
に
目
標
を
明
確
に
提
示
す

る
こ
と
、
国
民
も
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を

柔
軟
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

独
立
後
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
軌
跡
は
、
こ
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。
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